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報道関係各位 

ニュースリリース 

2018年 11月 22 日 

株式会社アンテリオ 

 

小児科医師が考える「小児科卒業」の目安は 15 歳 

小児患者の受診に関する調査 
医療従事者への簡易Web調査「TenQuick」で調査 

 

株式会社アンテリオ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：仁司与志矢、以下アンテリオ）は、

過去 1 ヶ月間に小児患者（15 歳以下）を 10 名以上診療した医師を対象に、「小児患者の受診」に

ついて簡易 Web調査「TenQuick」で調査しました。 

その結果、医師が考える小児科受診患者の一般内科への移行年齢の目安や、小児に対する抗

インフルエンザウイルス薬や抗菌剤の処方方針などが明らかになりました。 

 

１．医師が目安と考える、小児科から一般内科への移行時期、「一般内科」と「小児科」では３歳

の差が！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療用医薬品の適応において、一般的に「小児」とは「15 歳未満」を指します。しかし医療現場で

は必ずしも年齢による明確な区分があるわけではなく、また受診する側にとっても、どの年齢まで、

あるいはどの疾患までが小児科で診てもらえるのか、という感覚に個人差があります。 

今回、小児科から一般内科への移行時期の目安となる年齢について、一般内科と小児科の医師

に確認したところ、最も多い回答はそれぞれ「12歳（中学校入学）ごろ」、「15歳（高等学校入学）ご

ろ」となりました。 
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２．小児科医師の 8 割弱で、「1 歳未満の新生児・乳児に対しても抗インフルエンザウイルス薬を

積極的に投与している」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小児科医に、インフルエンザに罹患している（または罹患が疑われる）小児患者への抗インフルエ

ンザウイルス薬の処方方針を確認したところ、「1 歳未満の新生児・乳児に対してはほとんど処方

しない」とする医師の割合が 17％あるものの、大多数の医師はどの年齢の患者に対しても投与し

ていることがわかりました。 

抗インフルエンザウイルス薬の剤型に関しては、新生児・乳幼児に対してはドライシロップ（粉薬）

の剤型を含む薬が多く処方されています。また 6歳以上になると処方の選択肢が増え、10歳以上

になると吸入薬が 6 割弱で処方されていることからも、年齢に合った剤型が処方されていることが

うかがえます。 

 

３．風邪に対する抗菌剤の処方では、適正使用に前向きな医師が多い小児科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かぜ症候群（主に上気道症状、発熱等）に対する抗菌剤の使用（※）については、小児科では「ほ

とんど処方しない」とする医師の割合が 85％に達している一方で、一般内科では「積極的に処方

する」と「患者側の希望により処方する」とする医師数を合計すると半数にのぼることがわかりまし

た。 

また中耳炎に対しては、各学会で抗菌剤の第一選択として推奨されるペニシリン系抗菌剤を使う

医師の割合が、一般内科よりも小児科で高く、小児科医師の抗菌剤の適正使用に前向きな姿勢

がうかがえました。 

 

※： ウイルスによるかぜ症候群には抗菌剤は無効であり、不必要な抗薬剤の使用は耐性菌の

出現に関与するため、厚生労働省でも手引きを発行するなどして適正使用を求めている。 
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◆調査概要 

 

調 査 方 法 簡易 Web調査（TenQuick） 

調 査 地 域 全国 

調 査 対 象 
医師 

（過去 1 ヶ月間に小児患者（15歳以下）を 10名以上診療した医師） 

有効回答数 

102サンプル 

  小児科開業医 52サンプル 

  一般内科開業医 50サンプル 

調査実施期間 2018年 11月 1日 （木）～ 2018年 11月 5日（月） 

調 査 主 体 株式会社アンテリオ Quick Survey室 

 

 

◆TenQuick について 

「TenQuick」は医療従事者（医師・薬剤師等）に対して最大 15 問までの“医療と健康に関する課題”

を“早く安く”調査が可能な簡易 Web 調査です。スケジュールやコストに制限のある場面に適した

サービスで、調査票作成の簡易サポートにも対応します。 

http://www.anterio.co.jp/rx/quick/ 

 

【株式会社アンテリオ】 http://www.anterio.co.jp/ 

株式会社アンテリオ（本社：東京都千代田区神田駿河台四丁目 6 番地 御茶ノ水ソラシティ 13 階、

設立年月：1994 年 12 月、代表取締役社長：仁司与志矢）は、調査、企画、分析における高度なス

キルと豊富な経験・知識をコア・コンピタンスとし、ヘルスケア領域のマーケティングリサーチに精

通したトップカンパニー。インテージグループの一員として健康食品から一般用・医療用医薬品、

医療機器までの幅広いヘルスケア領域のあらゆる課題に対して最適な意思決定をサポートして

います。 

 

【報道関係のお問い合わせ先】 

■株式会社アンテリオ 

経営企画部 林（はやし） 

TEL：03-5294-8393(代)  E-mail：pr-ant@anterio.co.jp 

 

【本調査に関するお問い合せ先】 

■株式会社アンテリオ 

Quick Survey室 

TEL：03-5294-8393(代)  E-mail： ant-tenquick@anterio.co.jp 
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